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律
詩
（
春
望
・
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対

月
憶

元
九

） 

＊
＊
＊ 

 

次
の
(A)
・
(B)
二
首
の
唐
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
［
50
点
］ 

(A) 

春 

望 

 

①

国 

破レ 

テ

山 
河 

在リ 
 

城 

春 
 

ニ
シ
テ

草 

木 

深シ 

〈
首
聯
〉 

 

感

 

ジ
テ
ハ

時ニ 

花 ニ
モ

濺ギ

涙ヲ 
 

恨

 

ン
デ
ハ

別 レ
ヲ

鳥 ニ
モ

驚カ
ス

心ヲ 

〈
頷
聯
〉 

 

烽 

火 

連ナ
リ

三 

月ニ

 
家 

書 

抵タ
ル

万 

金ニ

〈
頸
聯
〉 

 

白 

頭 

搔 ケ
バ

更ニ 

短ク 
 

渾 ベ
テ

欲ス

不

 

ラ
ン
ト

勝ヘ

ニ 

〈
尾
聯
〉 

(B) 

八
月
十
五
日
夜
、ａ

禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九 

 

銀 

台 

金 

闕 

夕ベ 

ｂ

沈 

沈 
 

独リ 
宿シ 

相 

思 ヒ
テ

在リ

翰 

林ニ

 

 

ｃ

三 

五 

夜 

中 

ｄ

新 

月ノ 

色 
 

二 

千 
里 

外 

故 

人ノ 

心 

 

渚 

宮ノ 

東 

面 

煙 

波 

冷 カ
ニ

 

浴 

殿ノ 

西 
頭 
鐘 

漏 

深シ 

 

猶ホ 

恐ル 

清 

光 

不ル
ヲ

同 
 

ジ
ク
ハ

見

 

江 

陵ハ 

卑 

湿 
 

ニ
シ
テ

足ル

秋 

陰

 

 

問
一 

(A)
・
(B)
詩
の
詩
型
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
四
字
で
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

(A)
・
(B)
詩
の
押
韻
す
る
字
を
そ
れ
ぞ
れ
全
て
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
三 

(A)
・
(B)
詩
の
作
者
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

１ 

作
者
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

２ 

唐
詩
の
流
れ
を
四
つ
の
時
代
に
区
分
し
た
と
き
、
(A)
・
(B)
詩
の
作
者
が
生
き
た
時
代
は
ど
の
時
代
か
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。 

問
四 

(A)
詩
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

１ 

傍
線
部
①
と
は
、
唐
王
朝
の
繁
栄
を
一
挙
に
崩
壊
に
向
か
わ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
争
乱
を
指
す
。
こ
の
争
乱
が
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
は
第
何
句
に
表
現

さ
れ
て
い
る
か
、
漢
数
字
で
答
え
な
さ
い
。 

２ 

第
六
句
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

３ 

第
八
句
を
全
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。 

４ 

次
の
説
明
は
そ
れ
ぞ
れ
何
聯
の
も
の
か
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

ⅰ 

老
い
の
自
覚
と
嘆
き
。 

ⅱ 

人
為
の
浮
き
沈
み
の
激
し
さ
と
自
然
の
悠
久
さ
。 

ⅲ 

目
に
す
る
も
の
全
て
に
心
が
惑
乱
す
る
思
い
。 

問
五 

(B)
詩
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

１ 

二
重
傍
線
部
ａ
～
ｄ
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。 

２ 

「
二
千
里
外
故
人
心
」
と
は
誰
の
心
か
、
本
文
中
の
言
葉
で
答
え
な
さ
い
。 

３ 

「
猶
恐
清
光
不
同
見
」
と
あ
る
が
、
作
者
は
何
を
心
配
し
て
い
る
の
か
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。 

４ 

(B)
詩
の
鑑
賞
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
一
字
で
答
え
な
さ
い
。 

離
れ
離
れ
と
な
っ
た
大
切
な 

① 

を
思
い
や
る
内
容
で
あ
る
。
詩
人
と
離
れ
た
所
に
い
る
大
切
な 

① 

と
を
、
距
離
を
超
え
て
結
び
付
け
る
も

の
は
夜
空
の 

② 

で
あ
る
。 

 

ヤ
ヤ 
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         問 五   問 四 問 三 問 二 問 一  学 年 
            
       ４ ３ ２ １ ３ １ １ (A) (A)   
         
       ①   ｃ ａ   (A)     
               
                   
                   
                   
       ②            
                 組 
                  
             ２      
                  
                   
                   
                (B)   
                  
                   
                   
                  番 号 
                  
              (B) (B)    
                 
                   
                   
                   
            ４       
                  
            ⅰ       
                 氏 名 
                  
                   
          ｄ ｂ        
                 
                   
                   
                   
                   
                   
            ⅱ  ２     
                 
              (A)     
                  
                   
                   
                   
                   
                   
                   
              (B)     
            ⅲ      

                 得 点 
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律
詩
（
春
望
・
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対

月
憶

元
九

） 

＊
＊
＊ 

 
〔
出
題
の
意
図
と
留
意
点
〕 

完
成
テ
ス
ト
で
あ
る
。
杜
甫
と
白
居
易
の
律
詩
を
用
い
た
。
唐
詩
の
基
本
事
項
か
ら
詩
人
に
関
す
る
知
識
、

語
彙
、
さ
ら
に
読
解
と
鑑
賞
ま
で
問
え
る
問
題
を
そ
ろ
え
た
。
時
代
を
超
え
て
読
者
の
心
を
と
ら
え
て
き
た
作
品
を
通
じ
て
、
力
を
養
っ
て

ほ
し
い
。 

 

☆
解
答
例
と
配
点 

問
一 

(A) 

五
言
律
詩 

 
(B) 

七
言
律
詩 

〈
２
点×

２
〉 

問
二 

(A) 

深
・
心
・
金
・

 
 

(B) 

沈
・
林
・
心
・
深
・
陰 

〈
２
点×

２
〉 

問
三 

１ 

(A) 

杜
甫 

 

(B) 

白
居
易 

 

２ 

(A) 

盛
唐 

 

(B) 

中
唐 

〈
２
点×

４
〉 

問
四 

１ 

五 

〈
３
点
〉 

 

２ 

家
族
か
ら
の
手
紙
は
大
金
に
相
当
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

〈
３
点
〉 

 
 

３ 

す
べ
て
し
ん
に
た
へ
ざ
ら
ん
と
ほ
つ
す 

〈
３
点
〉 

 

４ 

ⅰ
尾
聯 

 

ⅱ
首
聯 

 

ⅲ
頷
聯 

〈
２
点×

３
〉 

問
五 

１ 

ａ 

宮
中 

 

ｂ 

し
ん
し
ん
と
（
夜
が
）
更
け
る 

 

ｃ 

十
五
夜 

 

ｄ 

十
五
夜
の
空
に
昇
り
始
め
た
月 

〈
２
点×

４
〉 

２ 

元
九 

〈
３
点
〉 

３ 

江
陵
は
湿
気
が
多
く
、
秋
の
空
は
曇
り
が
ち
な
の
で
、
月
光
が
同
じ
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。 

〈
４
点
〉 

４ 

① 

友 
 

② 

月 

〈
２
点×

２
〉 

計
50
点 

 


